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本
書
の
目
次
は
以
下
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。

は
じ
め
に

て
中
園
租
佃
制
の
範
鴫
的
構
成

二
、
租
田

・
分
種
関
係
を
表
わ
す
俗
稽

三
、
分
種
関
係
の
構
成

四
、
収
穫
の
分
配
と
迭
工
及
び
副
租

五
、
分
種
契

六
、
分
種
制
存
立
の
傑
件

七
、
分
種
制
の
歴
史
的
展
開

お
わ
り
に

ま
ず
、
は
じ
め
に
於
い
て
著
者
の
問
題
関
心
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
そ
れ
は

「
中
園
の
地
主
佃
戸
関
係
を
構
成
す
る
二
大
範
鴎
の
一
と
し
て
、
惇
統
的
に
租

固
と
封
宣
さ
れ
て
い
た
分
種
が
、
如
何
な
る
で
あ
っ
た
か
、
そ
の
地
主
経
済
の

祉
舎
的
経
済
的
構
造
を
明
ら
か
に
す
る
」

(
9
頁
〉
こ
と
で
あ
っ
た
。
叙
述
方

法

は

ご

九
二
、
三

0
年
代
の
中
園
の
農
村
経
済
調
査
報
告
を
基
本
史
料
」
と

し
て
「
近
代
の
農
村
に
残
る
醤
慣
に
よ
っ
て
分
種
の
性
格
を
論
じ
然
る
後
に
こ

の
慣
行
の
歴
史
的
な
白
来
を
た
ず
ね
て
宋
代
か
ら
更
に
南
北
朝
時
代
へ
と
さ
か

の
ぼ
る
」
(
ロ
頁
〉
と
い
う
湖
及
法
を
用
い
て
い
る
。
確
か
に
、

一
九
二
、
三
0
年

代
の
調
査
報
告
は
そ
れ
以
前
の
時
期
の
史
料
よ
り
も
噂
富
な
内
容
を
持
っ
て
い

る
が
、
調
査
報
告
を
基
本
史
料
と
し
て
宋
J
近
代
ま
で
の
分
種
制
の
本
質
解
明

に
適
用
す
る
こ
と
は
少
し
限
界
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
何
故
な
ら
、
宋
J
近
代

ま
で
の
時
代
的
特
質
、
及
び
進
展
過
程
を
お
さ
え
て
か
ら
、
分
種
制
の
時
代
的

特
質
、
設
展
過
程
を
論
詮
す
べ
き
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
。

以
下
、
各
章
ご
と
の
要
黙
を
整
理
し
、
後
に
問
題
黙
及
び
本
書
の
意
義
に
つ

い
て
述
べ
た
い
。

第

一
章
で
は
、
喬
啓
明
、
唐
啓
字
、
陳
翰
笠
氏
等
租
佃
制
研
究
の
先
皐
の
設

を
と
り
あ
げ
、
総
じ
て
こ
れ
ら
諸
氏
に
は

「
農
村
破
産
の
根
本
原
因
が
農
業
生

産
の
設
展
を
阻
止
す
る
牢
封
建
的
な
生
産
関
係
で
あ
る
と
い
う
認
識
」
が
あ

り
、
「
調
査
研
究
者
の
祉
舎
の
現
朕
に
劃
す
る
批
剣
が
尖
鋭
化
す
る
に
つ
れ
て
、

盆
々
そ
の
社
曾
の
持
つ
奮
さ
が
強
調
さ
れ
て
ゆ
く
傾
向
が
あ
り
」
(
初
頁
〉、

「中
園
近
代
の
租
佃
関
係
を
範
鴎
的
に
把
屋
し
よ
う
と
す
る
試
み
」
は
「
決
し

て
成
功
し
て
い
る
と
は
い
え
な
い
」
(
幻
頁
)
と
断
定
し
て
い
る
。
そ
の
失
敗

の
原
因
は
「
調
査
研
究
者
が
そ
れ
ぞ
れ
思
い
の
ま
ま
に
西
欧
近
代
の
杜
舎
科
皐

よ
り
皐
び
取
っ
た
概
念
装
置
を
持
ち
出
し
て
、
中
国
の
租
佃
関
係
を
括
ろ
う
と

し
て
果
さ
ず
混
凱
し
た
」
(
忽
頁
)
か
ら
で
あ
る
と
考
え
、
こ
の
よ
う
な
方
法

を
用
い
る
の
で
は
な
く
、

「
中
園
の
地
主
農
民
が
用
い
て
い
た
類
別
格
謂
、
彼
等

が
日
常
生
産
活
動
に
従
う
中
で
身
に
つ
け
て
い
た
認
識
に
従
っ
て
租
佃
関
係
を

区
分
し
、
そ
の
匿
分
の
相
互
の
関
係
を
明
ら
か
に
し
た
の
ち
、
最
後
に
杜
倉
科

事
的
な
規
定
を
加
え
る
」

(n頁
〉
と
い
う
方
法
を
と
る
べ
き
だ
と
し
て
い
る
。

そ
こ
で
、
ま
ず
「
中
園
の
農
村
に
お
い
て
、
主
佃
関
係
の
類
別
格
謂
と
し

て
、
停
統
的
慣
習
的
に
租
賃
(
租
・
出
租

・
租
種
)
に
劉
置
し
て
用
い
ら
れ
て

い
た
分
種
〈
佃

・
佃
種
)
」
(
悶
頁
〉
に
つ
い
て
分
析
し
、
「
従
来
の
研
究
で
は
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専
ら
納
租
方
式
に
よ
っ
て
分
盆
制
あ
る
い
は
分
租
制
と
規
定
さ
れ
、
租
田
と
の

質
的
な
相
違
が
見
過
さ
れ
て
い
た
」
と
し
、
こ
の
「
分
種
は
地
主
が
農
民
を
募

っ
て
所
有
地
を
代
耕
さ
せ
、
一
定
の
分
率
に
よ
っ
て
収
穫
を
分
か
ち
そ
の
労
働

に
酬
い
た
も
の
で
、
田
土
の
賃
貸
関
係
を
と
も
な
わ
ぬ
黙
に
お
い
て
租
貨
と
決

定
的
に
区
別
さ
れ
る
」
(
問
頁
)
と
す
る
。
こ
の
分
種
H
H
代
耕
関
係
を
三
類
型

に
分
類
し
、

ω「
農
民
が
役
畜
・
慾
・
和
:
:
:
等
の
大
農
具
、
鋤
鎌
等
小
農
具

の
一
切
を
白
備
し
、
筆
耕
、
揺
種
、
転
鋤
、
刈
穫
の
全
過
程
を
代
行
し
て
牧
穫

を
主
佃
中
山
十
に
分
か
つ
も
の
」
、
制
「
大
農
具
は
地
主
が
備
置
し
、
農
民
が
:
:
:

全
農
事
を
代
耕
し
牧
穫
を
主
佃
七
三
(
秋
)
、
八
二
(
夏
)
に
分
か
つ
も
の
」
、

村
「
耐
震
民
は
耕
種
を
行
な
わ
ず
、
転
鋤
・
刈
穫
の
二
事
の
み
を
櫓
賞
し
て
牧
穫

を
主
佃
八
二
に
分
か
つ
も
の
」
(
叩
頁
)
と
し
た
。

第
二
章
で
は
、
特
に
「
分
種
を
表
わ
す
各
地
の
俗
稽
」
に
つ
い
て
考
察
し
、

「
分
種

・
卒
種

・
牢
分
・
坐
↑
種

・
分
股
子
な
ど
枚
穫
の
分
率
を
一
示
す
と
み
ら
れ

る
呼
栴
も
あ
る
が
大
部
分
は
労
働
資
財
の
負
櫓
関
係
を
示
す
も
の
で
あ
る
」

(ω

頁
)
。
例
え
ば
「
代
種
・
代
地
」
は
「
農
民
が
地
主
に
代
っ
て
一
切
の
耕
種
作
業

を
行
な
う
こ
と
」
、
「
彩
種
・
伴
種
・
彩
計
は
協
同
耕
作
」
、
「
客
種
・
客
家
は
客

作
関
係
」
、
「
大
伶
子
は
佃
農
が
労
働
と
資
財
の
大
部
分
を
負
揺
す
る
こ
と
」
、

「
二
八
倫
子
H
種
品
川
子
は
佃
農
が
耕
種
努
働
の
み
を
負
捻
す
る
こ
と
」
、
「
鋳
育
・

外
班
見
活
・
撹
活
・
蜘
別
荘
稼
・
妊
稼
は
佃
農
が
作
物
の
栽
培
に
首
た
る
こ
と
」
、

「
把
牛
・
牛
把
・
技
縫
・
撹
鞭
は
農
民
が
裂
耕
を
挽
蛍
す
る
こ
と
」
、
「
包
鋤
・

二
八
鋤
地
は
鋤
功
だ
け
を
農
民
が
代
行
す
る
闘
係
」
を
示
し
、
総
じ
て
言
う
と

「
分
種
」
は
「
耕
・
種
・
転
・
穫
の
生
産
過
程
を
主
佃
で
負
惜
指
し
て
行
な
う
も

の
で
あ
っ
た
」
(
印
頁
〉
と
結
論
づ
け
て
い
る
。

第
三
章
で
は
、
分
種
関
係
の
構
成
内
容
を
考
察
す
る
。
ま
ず
、
耕
地
の
交
付

関
係
は
、
「
租
回
」
の
場
合
は
「
そ
の
規
模
に
制
約
を
加
え
る
必
要
は
な
か
っ

た
」
の
に
封
し
、
「
分
種
」
の
場
合
は
「
そ
の
規
模
は
俗
に
『
倶
牛
頃
回
』
と

稽
し
て
、
役
畜
一
倶
(
通
常
二
頭
乃
至
三
頭
、
時
に
四
頭
)
に
つ
い
て
田
一
頃

前
後

E

・E

・
-
-
を
配
す
る
の
が
基
準
で
あ
り
、
一
牛
に
は
そ
の
半
数
の
四
十
畝
乃
至

六
十
畝
が
配
輿
さ
れ
て
い
た
。
一

倶
牛
の
地
を
整
分
、
一
牛
の
地
を
半
分
と
呼

ん
で
区
別
す
る
地
方
も
あ
っ
た
。

転
鋤
の
み
を
負
捻
す
る
佃
農
(
鋤
戸
)
に
は

三
十
畝
前
後
が
分
輿
さ
れ
て
い
た
」
(
悶
頁
〉
。
雇
工
費
の
分
猪
関
係
は
、

「枚

穫
の
分
率
に
従
っ
て
主
佃
で
分
捻
す
る
も
の
と
、
佃
農
の
負
指
す
る
も
の
と
の

こ
類
が
あ
っ
た
」
(
作
頁
)
。
種
子
の
供
興
関
係
は
「
佃
戸
が
牛
具
を
自
備
し
て

代
耕
す
る
場
合
は
、
佃
戸
負
櫓
か
も
し
く
は
主
佃
各
半
分
措
、
地
主
が
牛
具
を

備
置
し
て
佃
農
に
代
耕
さ
せ
る
場
合
は
通
常
地
主
負
携
、
極
く
ま
れ
に
主
佃
分

櫓」

(
m
m
頁
〉
で
あ
っ
た
。
肥
料
の
分
携
関
係
は
「
佃
戸
が
牛
具
を
自
備
し
て

代
耕
す
る
場
合
は
主
佃
中
山
十
か
佃
戸
白
備
、
地
主
が
牛
具
を
備
置
し
て
佃
農
に

代
耕
さ
せ
る
場
合
は
通
常
地
主
負
婚
で
、
極
く
稀
に
主
佃
分
捲
と
さ
れ
て
い

た
」
(
∞
∞
頁
〉
。
農
具
の
分
捲
関
係
は
「
中
牢
型
(
代
耕
関
係
三
類
型
の
的
:
:
:

松
田
註
〉
の
代
種
で
は
通
常
佃
農
の
負
携
と
さ
れ
、
二
八
(
向
付
)
、
=
一
七
型

(
同
帥
〉
で
は
地
主
が
備
置
」
し
、
「
こ
の
農
具
は
型
・
杷
・
棲
(
構
)
・
大
車

な
ど
の
大
型
農
具
を
指
し
」
、
「
小
型
の
農
具
は
佃
血
肢
が
手
持
ち
の
も
の
を
持
参

す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
た
」
(
回
頁
)
。
そ
し
て
、
牲
畜
の
供
興
関
係
は
「
中
山
十

型
の
代
耕
制
で
は
佃
戸
負
挽
、
三
七
・
二
八
型
の
代
耕
で
は
地
主
負
鎗
」
(
伺

頁
〉
で
あ
っ
た
が
、
こ
れ
ら
を
凶
佃
戸
備
置
、
佃
戸
飼
養
(
中
牢
型
代
耕
制
の

原
則
〉
、

ω地
主
代
購
、
佃
戸
飼
養

賠

牛

制

(
中
学
型
の
佃
戸
が
資
力
に
乏

し
い
た
め
に
地
主
が
代
っ
て
購
置
)
、

同
主
佃
共
購
、
佃
農
も
し
く
は
地
主
飼

養
1

賠
牛
制
、

ω地
主
備
置
・
地
主
飼
養

(
三
七
・
二
八
型
の
分
種
〉

の
四
つ

に
細
分
し
た
。
ま
た
「
賠
牛
」
と
は
「
佃
農
が
牛
債
の
賠
償
義
務
を
負
う
関

係
」
(
鈎
頁
〉
と
さ
れ
て
い
る
。
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第
四
章
で
は
牧
穫
の
分
配
と
迭
工
及
び
副
租
に
つ
い
て
考
察
し
て
い
る
。
分

配
の
封
象
は
「
分
種
地
に
栽
一
括
さ
れ
る
作
物
の
す
べ
て
」
(
旧
頁
)
で
あ
っ
た

が
、
「
物
に
よ
っ
て
は
分
配
の
封
象
か
ら
除
か
れ
た
り
、
あ
る
い
は
分
率
を
繁

え
て
地
主
の
取
り
分
を
少
な
く
し
た
り
す
る
」

(
山
頁
)
こ
と
が
あ
り
、
地
主

の
取
り
分
が
少
な
い
例
は
「
棉
花
」
(
川
頁
〉
や

「甘
薯
」
(
川
頁
)
で
あ
っ

た
。
牧
穫
の
分
率
は
ご
般
に
佃
農
が
牛
具
を
負
傷
す
る
と
き
は
主
佃
中
字
、

地
主
が
牛
具
を
備
置
す
る
と
き
は
主
佃
七
三
と
さ
れ
て
い
た
が
、
こ
の
分
率
は

耕
地
の
肥
滑
に
よ
っ
て
繁
」
(
山
頁
)
っ
た
。
分
校
方
法
は
「
臨
回
分
枚
」
(
地

主
と
佃
農
が
と
も
に
田
中
に
出
て
分
配
を
す
る
も
の
〉
と

「上
場
分
牧
」
(
刈

り
取
っ
た
作
物
を
打
場
に
運
び
、
脆
殺
を
し
た
の
ち
将
粒
を
分
か
つ
も
の
〉
の

二
類
型
に
大
別
し
、
前
者
を
ま
た
「
分
団
法
」
(
団
地
を
匿
重
し
て
主
佃
が
刈

り
分
け
る
も
の
)
と
「
分
束
法
」

(
刈
り
取
っ

た
作
物
を
束
に
し
て
然
る
後
に

主
佃
に
分
配
す
る
も
の
)
の
二
類
型
に
再
分
し
た
(
山
頁)。

ま
た
「
佃
農
は
的
穫
を
分
枚
す
る
ほ
か
に
、
地
主
の
家
に
出
て
努
役
に
服
し

ま
た
年
節
に
礎
物
を
納
め
て
い
た
。
こ
の
迭
工
や
躍
物
副
租
は
:
:
:
多
く
は
分

種
に
と
も
な
う
も
の
で
あ
っ
た
」
(
印
頁
)
。
一
九
二

0
1一一一
0
年
代
に
農
村
経

済
の
調
査
に
従
っ
た
人
達
は
「
多
く
こ
の
迭
工
副
租
を
佃
農
の
身
分
的
従
属
関

係
の
表
現
と
し
て
と
ら
え
て
い
る
」
(
問
頁
〉
が
、
草
野
氏
は
異
論
を
提
出
し

て
い
る
。
従
来
の
研
究
で
は
「
迭
工
」
は
無
償
、
「
迭
工
や
副
租
」
は
「
額
外

の
負
捻
」
と
し
て
い
る
が
、
「
迭
工
は
決
し
て
無
償
の
労
働
で
は
な
い
」
。
ま
た

「
迭
工
も
副
租
も
承
佃
時
の
約
束
に
従
っ
て
行
な
わ
れ
て
い
た
」

(
m
l川
頁
〉

の
で
あ
り
、
「
迭
工
や
副
租
が
決
し
て
経
済
外
的
搾
取
な
ど
で
は
な
く
、
ま
た

佃
農
の
身
分
的
隷
属
に
由
っ
て
生
じ
た
負
捻
で
も
な
か
っ
た
」
(
凶
頁
)
と
結

論
づ
け
て
い
る
。

第
五
章
で
は
、
前
章
ま
で
に
考
察
し
た
分
種
制
の
構
造
を
「
分
種
契
」
で
再

確
認
し
た
。
「
分
種
契
」
に
は
「
牛
具
・
種
子
・
肥
料
・
車
輔
等
の
供
奥
関
係

や
努
働
の
負
捻
等
を
細
か
く
記
し
た
も
の
」
が
あ
り
、
こ
れ
は
「
租
田
契
に
は

見
ら
れ
」
(
悶
頁
〉
ず
、
ま
た
「
作
物
の
指
定
及
び
分
配
」
に
つ
い
て
も
記
さ

れ
て
い
る
と
い
う
特
徴
が
あ
っ
た

(
m
l
m頁〉。

第
六
章
で
は
、
分
種
制
存
立
の
燦
件
を
考
察
す
る
。
陳
翰
笈
氏
を
は
じ
め
と

す
る
従
来
の
諸
読
で
は
「
決
し
て
分
種
制
成
立
の
事
情
を
説
明
す
る
も
の
で
は

な
L

(

問
頁
)
く
、
「
耕
地
の
状
況
と
在
郷
自
営
地
主
の
努
働
力
の
組
織
」
(
郎

頁
)
を
検
討
す
べ
き
で
あ
る
と
し
た
。
そ
し
て
分
種
経
俸
と
雇
工
経
営
と
を
比

較
検
討
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
分
種
経
営
の
特
徴
を
明
ら
か
に
し
よ
う
と
し
た
。

分
種
は
「
特
定
の
地
段
を
農
民
に
代
穫
さ
せ
、
坐
し
て
そ
の
品
目
働
の
成
果
を
分

牧
す
る
」
も
の
で
あ
る
の
に
封
し
て
、
雇
工
は
「
労
働
の
雇
傭
」
(
別
頁
)
で

あ
っ
た
。
ま
た
、
分
種
は
「
佃
農
の
小
経
営
の
集
合
鰻
」
で
あ
る
の
に
射
し

て
、
震
工
は

「
長
短
工
が
雇
傭
」
さ
れ
、
「
大
規
模
経
営
」

(
別
頁
)
で
あ
っ

た
。
そ
し
て
、
分
種
地
主
の
典
型
は
「
耕
種
の
知
識
と
経
験
に
乏
し
」
い
「
郷

村
在
佳
の
官
僚
地
主
、
衣
冠
の
家
」
で
あ
っ
た
の
に
射
し
て
、

雇
工
の
経
営
者

は
「
大
農
富
農
」
(
加
頁
〉
と
い
う
違
い
が
あ
っ
た
。
ま
た
、
こ
う
し
た
「
分

種
法
」
が
盛
ん
に
行
な
わ
れ
て
い
た
の
は
「
華
北
地
方
」
(
制
頁
〉
で
あ
っ

た
。
結
論
と
し
て
、
「
分
程
制
を
存
立
さ
せ
る
基
盤
は
土
地
所
有
と
役
畜
・
型

紹
鍍
、
車
輔
等
の
経
管
資
本
と
労
働
と
の
分
離
に
あ
っ
た
」
。
創
ち
、
「
一

家

に
お
い
て
こ
れ
ら
を
具
備
す
る
の
が
困
難
」
な
と
き
に
「
数
戸
の
農
家
が
協
同

し
て
全
過
程
を
完
成
す
る
」
ほ
か
は
な
く
、
こ
の
協
同
関
係
が
ご
地
主
の
所

有
地
に
お
い
て
結
ば
れ
、
負
鎗
の
度
合
に
臨
応
じ
て
牧
穫
が
分
配
さ
れ
る
と
き
」

に
は
じ
め
て
分
種
制
が
成
立
す
る
(
刻
頁
〉
と
し
た
。

第
七
章
で
は
、
分
種
の
歴
史
的
展
開
を
述
べ
て
い
る
。
「
分
種
慣
行
は
、
後

漢
以
降
型
耕
農
法
が
普
及
す
る
に
つ
れ
て
次
第
に
形
成
」
さ
れ
、

「
租
田
制
は

-121ー



526 

南
北
朝
時
代
に
形
成
さ
れ
た
」
。
「
唐
代
半
ば
に
は
、
主
佃
関
係
は
租
賃
と
分
種

の
二
類
を
も
っ
て
成
り
立
つ
」
(
悶
頁
)
よ
う
に
な
り
、
「
以
降
近
代
に
い
た

る
ま
で
・
:
こ
の
枠
組
み
に
基
本
的
な
愛
化
が
生
じ
た
形
跡
は
認
め
ら
れ
な
い

」
(
矧
頁
)
と
す
る
。
ま
た
従
来
、
宋
代
の
「
佃
戸
が
土
地
に
緊
縛
さ
れ
、
改

主
退
佃
鱒
移
の
自
由
を
奪
わ
れ
」
「
主
佃
相
犯
法
と
と
も
に
、
佃
戸
に
農
奴
的

隷
属
性
を
認
め
る
見
解
」
(
叩
頁
)
が
あ
っ
た
が
、
こ
れ
に
異
論
を
提
出
し
た
。

即
ち
、
「
主
佃
相
犯
法
は
北
宋
宇
ば
頃
か
ら
盗
賊
が
横
行
し
治
安
が
悪
化
し
た

中
で
産
れ
た
頚
摩
法
で
、
主
僕
の
分
(
主
僕
不
嘗
均
種
)
を
法
文
化
し
た
も
の

で
あ
り
、
地
主
の
指
使
に
従
っ
て
明労働
す
る
関
係
に
あ
る
分
種
農
に
限
っ
て
適

用
さ
れ
、
租
戸
は
規
制
外
に
あ
っ
た
。
ま
た
主
僕
の
分
は
良
賎
の
分
で
は
な
く

前
近
代
社
舎
に
存
在
し
た
多
く
の
上
下
の
分
の
一
つ
」
で
あ
っ
た
。
よ
っ
て

「
主
佃
相
犯
法
は
佃
戸
の
農
奴
性
を
云
々
で
き
る
よ
う
な
性
格
の
も
の
で
は

な
」
(
問
問
頁
〉
く
、
ま
た
「
佃
由
民
は
自
由
に
離
脱
で
き
る
関
係
に
あ
っ
た
」

(
問
頁
)
と
す
る
。

最
後
に
、
地
権
の
問
題
を
と
り
あ
げ
、
「
地
権
の
移
動
に
つ
い
て
は
、
歴
史

的
に
常
に
こ
れ
を
集
中
さ
せ
る
要
因
と
分
裂
さ
せ
る
要
因
と
が
働
」
き
、
「
糟

盤
的
に
言
え
ば
分
散
の
要
因
の
働
き
の
ほ
う
が
勝
っ
て
い
た
」
(
問
頁
)
と
結

論
づ
け
た
。

以
上
、
各
章
の
著
者
の
論
黙
を
紹
介
し
た
が
、
著
者
の
員
意
を
十
分
に
紹
介

し
て
い
な
い
黙
も
多
々
あ
ろ
う
か
と
思
わ
れ
る
。
そ
の
黙
に
つ
い
て
は
御
寛
恕

願
い
、
以
下
、

後
摩
の
者
と
し
て
本
書
か
ら
多
〈
の
こ
と
を
畢
び
、
そ
れ
を
批

剣
的
に
設
展
さ
せ
て
い
く
観
粘
か
ら
い
く
つ
か
の
問
題
黙
を
提
出
し
た
い
。

第

一
は
、
著
者
が
租
困
(
租
種

・
租
〉
と
分
種
(
佃
種

・
佃
)
の
匡
別
を

「
図
土
の
賃
貸
関
係
」
と
「
代
耕
関
係
」
と
の
相
途
に
求
め
ら
れ
て
い
る
が
、

そ
の
論
援
と
し
て
提
出
し
て
い
る
史
料
に
は
必
ず
し
も
著
者
の
断
定
通
り
に
は

な
っ
て
い
な
い
と
い
う
黙
で
あ
る
。
例
え
ば
、
呉
寄
彰
氏
の
論
設
で
、
「
分
種

・
:
・
還
租
通
常
是
封
牢
」
(
お
頁
)
と
あ
る
の
を
著
者
は
「
還
租
は
逗
常
は
折

半
で
あ
る
と
記
す
の
は
間
違
い
で
あ
る
。
こ
こ
に
租
の
字
を
使
う
こ
と
は
で
き

な
い
」
(
お
頁
)
と
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
一
九
二

0
・
三
0
年
代
の
農
村

調
査
資
料
の
中
で
著
者
の
論
黙
と
異
な
る
史
料

・
語
句
が
出
て
き
た
場
合
、

「
租
と
佃
と
の
相
違
は
、
近
代
社
舎
科
皐
の
教
養
を
身
に
着
け
た
人
に
は
頗
る

理
解
し
難
い
も
の
」
(
お
頁
)
で
あ
っ
た
た
め
に
間
違
っ
た
記
述
に
な
っ
た
と

い
う
。
し
か
し
、
一
九
二
、
三

0
年
代
、
調
査
マ
ン
が
調
査
し
た
農
村
社
舎
で

現
質
に
用
い
ら
れ
て
い
た
「
租
」
・
「
佃
」
の
内
容
が
い
か
な
る
も
の
で
、
こ
れ

ら
を
調
査
し
た
人
々
が
い
か
に
「
近
代
社
舎
科
息
子
の
教
養
」
で
誤
解
し
た
か
を

明
確
に
関
連
つ
け
る
史
料
は
全
く
提
出
さ
れ
て
い
な
い
。

こ
の
よ
う
な
少
し
強
引
な
論
誼
は
本
書
の
多
く
に
見
ら
れ
、
こ
れ
で
は
果
し

て
著
者
の
い
う
「
中
園
の
地
主
農
民
が
用
い
て
い
た
類
別
講
請
、
彼
等
が
日
常

生
産
活
動
に
従
う
中
で
身
に
つ
け
て
い
た
認
識
に
従
っ
て
租
佃
関
係
を
医
分
し

・
最
後
に
祉
禽
科
率
的
な
規
定
を
加
え
る
」
(
辺
頁
)
と
い
う
本
貧
困
の
前
提

と
ど
う
か
か
わ
る
の
か
、
疑
問
視
し
た
く
な
る
。

第
二
は
、
租
と
分
種
の
差
違
が
著
者
の
言
う
通
り
で
あ
ろ
う
か
と
い
う
黙
で

あ
る
。
こ
れ
は
本
書
全
陸
の
論
旨
に
か
か
わ
る
こ
と
で
あ
る
が
、
少
な
く
と
も

本
書
で
提
出
さ
れ
て
い
る
史
料
を
議
む
限
り
、
従
来
の
諸
説
が
述
べ
て
い
る

「
租
」
に
は
定
額
租
、
「
分
種
」
に
は
分
盆
租
と
い
う
意
味
以
上
に
つ
け
加
え

る
も
の
は
何
も
出
て
い
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
著
者
は
「
分
種
は
地
主
が

そ
の
所
有
地
を
農
民
に
代
耕
さ
せ
る
も
の
で
、
耕
地
の
賃
貸
関
係
は
な
い
」

(
臼
頁
)
と
代
耕
と
い
う
黙
を
強
調
さ
れ
て
い
る
。
確
か
に
分
種
史
料
の
中
に

「
代
耕
」
と
い
う
語
句
が
記
載
さ
れ
て
い
る
史
料
が
あ
る
(
氾
・
ぬ
-
m
岬頁

等
)
が
、
代
耕
関
係
が
分
種
の
本
質
で
あ
る
こ
と
を
示
す
史
料
は
提
示
さ
れ
て
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い
な
い
。
「
代
耕
」
の
語
句
が
記
載
さ
れ
て
い
る
史
料
に
は
必
ず
分
租
H
H
分
盆

租
の
内
容
が
記
載
さ
れ
、
他
の
分
種
史
料
の
大
半
に
も
記
載
さ
れ
て
い
る
黙
は

注
目
す
べ
き
で
あ
る
。
し
か
し
、
著
者
は
「
分
種
を
表
わ
す
各
地
の
俗
稽
を
み

る
」
と
「
大
部
分
は
勢
働
資
財
の
負
捻
関
係
を
示
す
も
の
」
(
印
頁
)
と
し
、

大
き
く
一
一
一
類
型
(
前
述
的
仲
村
〉
に
分
類
し
て
い
る
(
悶
頁
)
。
も
し
、
分
種

の
本
質
が
「
代
耕
」
即
ち
努
働
資
財
の
負
播
関
係
に
あ
る
と
す
る
な
ら
ば
、
三

類
型
の
仰
の
努
働
資
財
の
一
切
を
自
備
す
る
農
民
は
、
一
僅
租
農
と
ど
う
違
う

の
か
。
相
違
は
分
盆
租
か
定
額
租
か
の
遠
い
に
な
る
の
で
は
な
い
の
か
と
考
え

ら
れ
る
。

第
三
に
、
租
種
と
分
種
の
歴
史
的
変
展
過
程
に
つ
い
て
で
あ
る
。
「
唐
代
の

半
ば
以
降
近
代
に
い
た
る
ま
で
:
:
:
こ
の
枠
組
み
に
基
本
的
な
繁
化
が
生
じ
た

形
跡
は
認
め
ら
れ
な
い
」
(
悶
頁
〉
と
い
う
黙
と
「
分
種
法
」
が
盛
ん
に
行
わ

れ
て
い
た
の
は
「
華
北
地
方
」
(
飢
頁
)
で
あ
っ
た
と
い
う
こ
黙
を
あ
げ
て
い

る
が
、
こ
の
雨
者
の
論
理
的
連
関
関
係
が
不
明
確
で
あ
る
。
租
種
と
分
種
の
相

違
が
江
南
水
田
地
帯
と
華
北
皐
団
地
帯
の
農
業
経
営
そ
の
も
の
に
あ
る
と
考
え

ら
れ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
が
、
も
し
そ
う
で
あ
る
と
す
る
な
ら
ば
、
農
業
の
技

術
、
経
営
形
態
、
生
産
構
造
そ
の
も
の
の
寅
態
及
び
相
違
を
詳
細
に
分
析
す
べ

き
で
あ
っ
て
、
分
間
胸
償
行
は
「
後
漢
以
降
筆
耕
農
法
が
普
及
す
る
に
つ
れ
て
失

第
に
形
成
さ
れ
て
き
た
」
〈
悶
頁
)
と
い
う
結
論
で
は
何
ら
設
明
に
な
っ
て
い

る
と
は
言
え
な
い
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

ま
た
、
こ
の
黙
は
分
種
制
の
成
立
要
因
を
考
察
す
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

例
え
ば
、
著
者
が
「
分
種
制
成
立
の
事
情
を
説
明
す
る
も
の
で
な
い
」
(
問
頁
)

と
い
っ
て
従
来
の
諸
設
を
批
剣
す
る
中
で
、
陳
翰
笈
設
五
設
の
一
つ

「開
墾
さ

れ
た

j

ば
か
り
で
未
だ
熱
田
と
な
っ
て
い
な
い
」
の
設
を
「
臨
時
の
措
置
で
あ
る

か
ら
、
こ
れ
は
除
か
ね
ば
な
ら
な
い
」

(m頁
)
と
し
て
い
る
が
、
果
し
て
そ

れ
で
正
し
い
で
あ
ろ
う
か
。
陳
氏
の
設
の
「
在
郷
地
主
」
と
い
う
設
を
除
く
共

通
黙
は
生
産
力
の
低
い
不
安
定
な
経
管
と
い
う
黙
で
あ
る
。
ま
た
、
評
者
の
護

措
円
に
関
す
る
土
地
契
約
文
書
を
用
い
た
研
究
に
よ
る
と
、
定
額
租
の
水
田
耕
作

に
な
る
前
の
段
階
で
は
黍
、
粟
等
の
雑
穀
を
栽
培
し
た
未
熟
田
の
早
田
が
多

く
、
こ
れ
は
分
量
で
あ
っ
明
書
の
研
究
だ
け
で
は
中
圏
全
般
に
ま
で
敷

街
で
き
な
い
か
も
知
れ
な
い
が
、
陳
翰
笠
氏
と
評
者
の
見
解
の
共
通
黙
は
、
土

地
生
産
性
の
向
上
が
租
を
分
盆
租
か
ら
定
額
租
に
努
化
さ
せ
る
重
要
な
要
因
で

あ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

第
四
に
、
分
種
と
雇
工
の
相
違
に
つ
い
て
で
あ
る
。
著
者
は
「
纏
」
の
字
義

に
つ
い
て
注
目
さ
れ
、
「
優
は
酬
い
る
、
も
し
く
は
報
酬
を
輿
え
て
労
働
を
さ
せ

る
も
の
で
、
そ
の
酬
興
が
毎
日
あ
る
い
は
毎
月
幾
何
と
い
う
よ
う
に
定
額
で
支

梯
わ
れ
る
方
式
を
と
る
場
合
は
や
と
い
」
〈

ω頁
)
と
二
つ
に
分
類
さ
れ
、
前

者
の
場
合
が
分
種
、
後
者
の
場
合
が
雇
工
と
さ
れ
た
。
字
義
そ
の
も
の
に
つ
い

て
は
「
や
と
う
」
と
「
酬
う
」
の
二
つ
が
存
在
し
た
こ
と
は
確
か
で
あ
る
が
、

著
者
が
提
出
し
て
い
る
史
料
に
つ
い
て
疑
問
が
あ
る
。
問
治
十
年
江
西
新
城
豚

志
、
巻
四
、
準
校
志
、
家
川
書
院
、
「
繋
川
書
院
租
田
庖
賃
」
に
記
載
さ
れ
て

い
る
「
健
佃
代
耕
、
毎
歳
早
晩
、
粕
租
分
枚
」
の
「
信
」
の
一
意
味
を
「
や
と
い

と
解
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
」
と
し
、
む
し
ろ
「
酬
」
の
意
味
に
解
し
て
い
る

(
必
頁
)
。
そ
の
論
援
史
料
と
し
て
後
漢
書
、
巻
四
、
和
帯
紀
、
永
元
十
六
年

夏
四
月
僚
、
同
書
、
巻
七
、
桓
一
帝
紀
、
永
事
詩
元
年
二
月
傑
及
び
三
園
貌
志
、
巻

二
七
、
玉
頭
俸
に
引
く
任
昭
先
の
別
俸
を
あ
げ
て
い
る
。
確
か
に
こ
れ
ら
の
史

料
の
「
健
」
に
は
「
酬
」
の
一
意
味
が
あ
る
。
し
か
し
後
漢
書
の
二
史
料
は
飢
径

の
際
に
、
貧
民
で
耕
作
で
き
な
い
も
の
に
「
牽
牛
直
」
を
「
雇
」
(
H
H
酬
〉
す
、

あ
る
い
は
「
見
銭
」
で
「
雇
」
す
と
い
う
内
容
で
、
三
園
貌
志
の
史
料
は
「
生

口
」
を
買
う
代
債
と
し
て
絹
八
匹
を
「
雇
」

(
H酬
〉
し
た
と
い
う
内
容
で
あ
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る
。
こ
れ
ら
の
史
料
と
新
城
懸
志
の
書
院
狙
田
の
史
料
と
は
全
く
性
質
が
遠

い
、
「
麗
」
の
内
容
を
「
酬
」
と
解
す
る
こ
と
は
で
き
ず
、
新
城
師
紳
士
山
記
載
の

「
健
」
は
や
と
う
と
解
す
べ
き
で
は
な
い
か
。
何
故
、
草
野
氏
は
「
健
」
の
字

義
の
一
つ
で
あ
る
「
酬
」
に
こ
だ
わ
る
か
と
い
う
と
、
分
種
制
は
あ
く
ま
で

「
代
耕
」
関
係
で
あ
り
、
地
主
が
佃
戸
に
「
代
耕
」
の
報
酬
を
奥
え
る
と
解
標

し
た
い
か
ら
で
あ
っ
た
と
考
え
る
。
「
健
」
や
「
雇
」
が
租
国
関
係
、
分
種
関

係、

鹿
工
関
係
に
用
い
ら
れ
て
も
、
「
や
と
う
」
と
解
し
て
、
別
段
差
仕
え
な

い
。
努
働
力
を
雇
う
の
で
あ
っ
て
、
そ
の
地
主
へ
納
入
す
る
租
、
雇
工
経
営
者

か
ら
支
梯
わ
れ
る
封
債
に
差
違
が
生
じ
る
だ
け
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
な
い
の
で

あ
ろ
う
か
。

第
五
に
、
鹿
工
経
営
者
の
「
大
農
富
農
」
に
射
し
て
、
分
種
地
主
の
典
型
は

「
耕
種
の
知
識
と
経
験
に
乏
し
」
い
「
郷
村
在
住
の
官
僚
地
主
・

衣
冠
の
家
」

(加
頁
)
で
あ
っ
た
と
い
う
が
、
こ
の
結
論
と
、
分
種
「
地
主
が
佃
農
の
人
力

畜
力
を
見
て
然
る
べ
き
規
模
の
地
畝
を
配
輿
し
、
食
事
の
進
行
に
つ
い
て
常
に

督
励
を
加
え
、
糧
食
が
乏
し
い
折
に
は
糧
食
を
借
給
し
、
入
手
が
足
り
な
い
折

に
は
鹿
工
を
入
れ
、
:
:
:
坐
し
て
最
大
限
の
校
盆
を
得
ょ
う
と
す
る
の
が
分
種

で
あ
る
」
(
別
頁
)
と
い
う
結
論
と
矛
盾
し
な
い
で
あ
ろ
う
か
と
い
う
こ
と
で

あ
る
。
素
朴
な
疑
問
と
し
て
、
耕
種
の
知
識
と
経
験
に
乏
し
い
地
主
が
、
何

故
、
農
事
の
進
行
に
つ
い
て
常
に
督
闘
を
加
え
る
こ
と
か
出
来
る
の
か
と
い
う

貼
が
理
解
で
き
な
い
。
分
種
経
営
の
地
主
に
つ
い
て
は
、
陳
翰
笠
氏
も
「
郷
村

地
主
」
の
例
を
あ
げ
て
い
る
こ
と
か
ら
言

っ
て
も
、

今
後
、
地
主
の
内
容
分
析

の
深
化
が
求
め
ら
れ
る
。

第
六
は
佃
戸
の
歴
史
的
位
置
づ
け
の
問
題
で
あ
る
。
「
迭
工
や
副
租
が
決
し

て
経
済
外
的
搾
取
な
ど
で
は
な
く
、
ま
た
佃
農
の
身
分
的
隷
属
に
由
っ
て
生
じ

た
負
猪
」
ハ
附
頁
)
で
も
な
く
、
「
契
約
を
以
て
定
め
」
(
川
出
頁
〉
ら
れ
て
い

た
と
い
う
貼
、
ま
た
宋
代
の
「
佃
戸
の
農
奴
性
を
云
々
で
き
る
よ
う
な
性
格
の

も
の
で
は
な
」
(
問
頁
)
く
、
「
現
貨
に
は
佃
段
は
自
由
に
離
脱
で
き
る
関
係

に
あ
っ
た
」
(
印
頁
〉
と
い
う
黙
は
、
論
謹
方
法
に
お
い
て
は
従
来
の
設
を
批

判
門
で
き
る
一
定
の
根
擦
を
示
し
て
い
る
と
思
う
。
そ
れ
で
は
佃
戸
を
歴
史
的
に

ど
の
よ
う
な
も
の
と
し
て
抱
え
る
か
と
い
う
黙
に
つ
い
て
何
ら
述
べ
て
い
な

い
。
特
に
、
地
代
論
に
つ
い
て
の
根
本
的
な
批
判
が
な
さ
れ
な
い
限
り
、
佃
戸

が
「
農
奴
制
」
の
範
騰
に
廊
す
る
か
ど
う
か
を
結
論
づ
け
ら
れ
な
い
の
で
は
な

い
か
。
「
迭
工
」
や
「
副
租
」
お
よ
び
分
盆
租
、
定
額
程
が
地
代
で
は
な
い
と

い
う
論
践
は
示
さ
れ
て
い
な
い
。

最
後
に
、
地
権
の
問
題
で
あ
る
が
、
「
分
散
の
要
因
」
の
方
が
「
集
中
さ
せ

る
要
因
」
よ
り
勝
っ
て
い
た
(
問
頁
〉
と
い
う
が
、
こ
れ
は
全
く
の
現
象
面
的

把
揮
に
過
ぎ
な
い
。
地
描
怖
を
問
題
に
す
る
な
ら
ば
、
地
権
が
如
何
に
形
成
さ

れ
、
地
権
所
有
者
と
無
所
有
者
と
の
分
化
が
生
じ
、
そ
れ
が
如
何
に
設
展
し
て

い
っ
た
か
を
述
べ
る
べ
き
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

以
上
、
不
十
分
で
し
か
も
著
者
の
意
図
に
反
し
て
慾
意
的
論
評
を
加
え
た
で

あ
ろ
う
と
思
わ
れ
る
が
、
草
野
氏
の
著
書
を
通
し
て
-
評
者
が
皐
び
得
た
黙
は
少

な
く
な
い
。
中
園
の
地
主
制
研
究
、
租
佃
制
研
究
は
戟
後
、
研
究
が
深
化
し
た

分
野
の
一
つ
で
あ
る
が
、
そ
の
具
種
的
内
容
に
ま
で
煮
つ
め
ら
れ
た
研
究
は
少

な
か
っ
た
。
著
者
の
論
黙
に
は
全
面
的
に
承
認
し
が
た
い
黙
も
あ
る
が
、
分
種

制
の
具
燈
的
貿
態
を
う
か
び
あ
が
ら
せ
た
功
績
は
大
き
い
。
今
後
は
分
種
制
の

内
容
分
析
の
深
化
と
と
も
に
、
他
の
生
産
関
係
と
の
関
連
、
及
び
地
主
制
そ
の

も
の
が
中
園
祉
舎
の
本
質
を
ど
う
規
定
し
て
い
た
か
に
ま
で
、
研
究
を
進
展
さ

せ
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
た
め
に
、
本
書
は
一
つ
の
目
標
と
し

て
、
本
書
に
つ
づ
く
よ
う
な
研
究
を
、
評
者
等
後
皐
の
研
究
者
に
喚
起
し
て
い

る
著
書
で
あ
っ
た
と
言
え
よ
う
。
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ま
た
、
本
書
の
後
に
「
中
園
の
寄
生
地
主
制
|
|
図
面
慣
行
|
|
」
(
俵
題
〉

が
刊
行
さ
れ
る
と
の
事
で
あ
り
、
こ
こ
数
年
来
、
藤
井
宏
氏
と
の
聞
で
論
争
に

な
っ
て
い
る
一
回
爾
主
制
問
題
で
、
草
野
氏
の
徳
括
的
論
詮
が
期
待
さ
れ
る
。

(
註
〉
松
田
吉
郎
「
清
代
肇
湾
の
管
事
に
つ
い
て
」
(
『
中
園
史
研
究
』
七
、
一

九
八
二
年
)

同
右
「
清
代
蚤
湾
中
北
部
の
水
利
事
業
と
一
回
爾
主
制
の
成
立
過
程
」

(
『
佐
藤
博
士
退
官
記
念
中
園
水
利
史
論
叢
』
中
園
水
利
史
研
究
舎
編
、

図
書
刊
行
舎
、
一
九
八
四
年
〉

一
九
八
五
年
二
月
東
京
汲
古
書
院

A
5
版

五

四

四

頁

九

O
O
O園‘

五
回
運
動
の
研
究
第
三
函

国
周
樹
人
の
役
人
生
活
|
|
五
四
と
魯
迅
・
そ
の
一
側
面
|
|

回
五
四
の
詩
人
王
統
照

木

山

吉竹
田内

英

雄
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「
周
樹
人
の
役
人
生
活
|
|
五
四
と
魯
迅
・
そ
の
一
側
面
|
|
」

数
育
や
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
の
こ
と
は
い
う
に
お
よ
ば
ず
、
文
皐
の
う
ち
で
も

富
夫寅

王
統
照
な
ど
ま
と
も
に
讃
ん
だ
こ
と
が
な
か
っ
た
か
ら
、
と
り
あ
え
ず
は
、
勝

手
の
わ
か
り
そ
う
な
こ
の
分
加
の
標
題
一
つ
を
機
縁
に
買
っ
て
出
た
書
-
評
で
あ

る
。
そ
れ
に
し
て
は
少
な
く
な
い
所
定
の
紙
幅
を
、
場
合
に
よ
っ
て
は
こ
れ
一

明
分
で
填
め
て
も
許
さ
れ
ぬ
も
の
で
は
あ
る
ま
い
と
高
を
括
っ
た
わ
け
は
、
十

何
年
も
前
に
自
分
の
動
め
る
皐
校
の
園
書
館
に
民
園
政
府
の
官
報
(
『
政
治
公

報
』
〉
が
ど
っ
さ
り
眠
っ
て
い
る
の
を
見
つ
け
た
の
が
き
っ
か
け
で
、
本
書
と

同
じ
主
題
に
関
心
を
持
ち
、
以
後
た
ま
た
ま
関
連
す
る
材
料
を
見
か
け
れ
ば
そ

れ
を
控
え
て
お
く
と
い
う
程
度
の
こ
と
は
あ
っ
た
け
れ
ど
、
し
か
し
結
局
の
と

こ
ろ
、
ほ
か
の
こ
と
に
か
ま
け
、
ま
た
一
つ
に
は
こ
の
種
の
調
べ
ご
と
に
本
園

の
研
究
家
た
ち
が
身
を
入
れ
だ
し
た
の
を
よ
い
こ
と
に
、
繁
晴
樹
な
作
業
に
従
う

熱
意
を
失
く
し
て
し
ま
っ
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
傑
出
し
た
取
材
力

で
聞
こ
え
る
著
者
が
こ
の
標
題
で
専
著
を
も
の
さ
れ
た
の
な
ら
、
あ
わ
よ
く
ば

書
評
に
事
借
り
て
消
え
残
っ
た
関
心
に
始
末
を
つ
け
る
こ
と
が
で
き
よ
う
か
、

と
い
う
虫
の
よ
い
魂
臓
だ
っ
た
。

だ
が
一
讃
し
た
結
果
、
そ
の
嘗
て
は
ま
ん
ま
と
外
れ
、
ど
う
も
弱
っ
て
い

る
。
主
な
理
由
は
、
本
垂
直
が
完
結
し
て
い
な
い
こ
と
で
あ
る
。
し
か
も
未
完
の

援
態
は
巻
末
の
「
附
記
」
に
よ
る
と
少
々
複
雑
で
あ
っ
て
、

本
稿
は
も
と
「
五
四
と
魯
迅
」
の
題
目
の
も
と
に
構
想
さ
れ
た
も
の
で
あ

る
が
、
い
ま
、
み
ら
れ
る
と
お
り
こ
れ
を
副
題
と
し
、
「
周
樹
人
の
役
人
生

活
」
と
し
た
。
は
じ
め
の
構
想
か
ら
す
れ
ば
未
完
で
あ
る
が
:
:
主
た
る
題

自
の
範
囲
内
で
は
い
ま
の
と
こ
ろ
な
お
四
章
を
議
定
し
て
お
り
、
こ
の
後
績

の
部
分
に
お
い
て
、
副
題
と
し
た
よ
う
に
、
「
五
四
」
と
「
魯
迅
」
が
な
ぜ
、

「
五
四
と
魯
迅
」
に
な
る
の
か
、
い
く
ら
か
解
明
で
き
た
ら
よ
い
と
考
え
て

い
る
。
し
か
し
、
こ
こ
に
「
そ
の
一
側
面
L

と
し
た
部
分
は
、
こ
れ
は
こ
れ

で
一
つ
の
完
結
を
あ
た
え
た
つ
も
り
で
あ
る
。
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